
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

源氏物語には 54の巻があります。今回は前回に引き続き、第４巻・夕顔の巻を読みます。前回は冒頭か

ら読みましたが、今回はクライマックスのシーンを読みます。それは夕顔の君が物
もの

の怪
け

により、はかなく消

える場面です。その様子は夕方に咲き、翌朝しぼむ夕顔の花のようです。 

 古文を読みながら、当時の習慣や儀礼など、初めての方にも分かりやすくお話します。場面は、夕顔の花

が咲く五条の宿から始まり、廃院へと移ります。初春の昼下がり、源氏物語を一緒に読んでみましょう。 


